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最
初
に
図
書
室
の
つ
ど
い
で
、『
い

ば
ら
路
を
知
り
て
さ
さ
げ
し
―
―
石
井

筆
子
の
二
つ
の
人
生
』
の
著
者
井
出
孫

六
氏
の
話
が
あ
っ
た
。
明
治
初
期
に
近

代
女
性
と
し
て
育
っ
た
筆
子
の
華
々
し

い
活
躍
、
そ
し
て
知
的
し
ょ
う
が
い
児

教
育
、
福
祉
に
献
身
し
た
後
半
生
、
こ

の
二
つ
の
人
生
を
詳
し
く
聞
く
こ
と
が

で
き
た
。
そ
の
後
著
書
を
求
め
、
夫
と

な
る
石
井
亮
一
の
人
と
な
り
、
キ
リ
ス

ト
者
と
し
て
の
教
育
へ
の
思
い
、
北
豊

島
郡
に
滝
乃
川
学
園
創
設
、
二
人
の
結

婚
、
昭
和
三
年
の
谷
保
村
へ
の
移
転
な

ど
の
軌
跡
を
知
り
、
感
銘
を
受
け
た
。

二
回
目
の
映
画
会
『
筆
子
・
そ
の
愛

―
天
使
の
ピ
ア
ノ
』
で
は
、
学
園
に
た

ど
り
着
く
ま
で
の
児
童
の
置
か
れ
た
状

況
や
、
園
で
の
、
の
び
の
び
と
し
た
日

常
生
活
が
リ
ア
ル
に
再
現
さ
れ
て
い
た
。

学
園
は
滝
野
川
か
ら
巣
鴨
に
移
っ
て
い

た
が
、
大
正
九
年
に
火
災
の
悲
劇
が
襲

う
。
園
児
の
犠
牲
者
を
出
し
、
ま
た
文

献
資
料
も
灰
塵
に
帰
し
た
。
打
撃
を
受

け
た
亮
一
は
、
一
旦
学
園
閉
鎖
を
決
断

し
た
と
い
う
。
し
か
し
こ
れ
を
惜
し
む

周
辺
の
支
援
の
声
に
励
ま
さ
れ
、
再
建

に
立
ち
上
が
り
、
谷
保
村
へ
理
想
の
地

を
求
め
た
。
亮
一
は
昭
和
十
二
年
に
没

し
、
学
園
は
危
機
を
迎
え
る
が
、
筆
子

が
重
責
を
引
継
ぎ
、
戦
中
期
の
苦
難
に

も
耐
え
て
ゆ
く
。
そ
の
筆
子
も
明
か
り

を
見
ぬ
ま
ま
十
九
年
に
没
し
た
。

三
回
目
は
滝
乃
川
学
園
見
学
会
が
あ

っ
た
。
昭
和
三
年
に
建
て
ら
れ
た
本
館

は
、
し
っ
と
り
と
し
た
木
造
建
築
で
、

中
に
石
井
亮
一
・
筆
子
記
念
館
が
あ
っ

た
。
亮
一
の
「
い
と
小
さ
き
も
の
」
へ

の
純
粋
な
思
い
、
後
を
担
っ
た
筆
子
の

献
身
的
努
力
、
さ
ら
に
は
日
本
の
知
的

し
ょ
う
が
い
児
教
育
の
歩
み
が
そ
こ
に

息
づ
い
て
い
る
の
を
感
じ
た
。

近
代
の
知
的
し
ょ
う
が
い
者
教
育
・

福
祉
に
重
要
な
一
歩
を
刻
ん
だ
亮
一
は
、

名
を
後
世
に
残
す
こ
と
は
望
ま
ぬ
一
方
、

生
涯
を
か
け
て
取
り
組
ん
だ
研
究
と
実

践
の
成
果
や
、
膨
大
な
蔵
書
類
を
後
学

の
た
め
に
残
す
努
力
は
厭い
と

わ
な
か
っ
た

と
い
う
。
亮
一
、
筆
子
が
た
ど
っ
た
い

ば
ら
路
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
思
い
は
今

日
に
つ
な
が
り
、
美
事
な
実
を
結
ん
で

い
る
。
ほ
っ
と
し
た
気
持
ち
で
見
学
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
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（ユネスコ学習権宣言）学習権とは、読み書きの権利であり、問い続け、深く考える権利であり、

〈公民館地域史講座〉

石井筆子と滝乃川学園の足跡をたどる
―参加者の声―

５月に実施した石井筆子と滝乃川学園に関する講座は、各回とも多くの方にご参加いた
だきました。そのうちのお二人の方の感想を紹介します。

「図書室のつどい」
多くの方が熱心に聞き入りました

石
井
筆
子
と
滝
乃
川
学
園
の
足
跡
を
た
ど
る

�

三
回
の
講
座
に
出
席
し
て

加
藤
　
太
一
郎
（
西
）

◆実施した講座の内容◆
①　５月１７日　〈図書室のつどい〉
　　「石井筆子の二つの人生」
　　講師：井出孫六（作家）
②　５月２５日　〈公民館映画会〉
　　『筆子・その愛―天使のピアノ』
③　５月３１日　滝乃川学園見学会
　　案内：中村修
　　　　　（石井亮一・筆子記念館学芸員）
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目
的
意
識
を
も
っ
て
過
ご
す
日
々
は
、

き
っ
と
至
福
の
時
だ
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

亮
一
と
筆
子
が
経
営
し
て
い
た
日
本

初
の
し
ょ
う
が
い
児
施
設
で
あ
る
滝
乃

川
学
園
は
、
一
九
二
〇
年
に
火
事
を
起

こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
園
児
六
人
が
亡

く
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
火
事
は
絶

対
に
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

い
」
で
は
筆
子
の
人
生
を
ま
と
め
た
本

を
書
か
れ
た
井
出
孫
六
先
生
の
お
話
を

う
か
が
い
ま
し
た
。
先
生
か
ら
筆
子
の

知
ら
れ
ざ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て

い
た
だ
き
、
筆
子
の
人
生
を
振
り
返
る

ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

公
私
と
も
に
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
た

亮
一
と
し
ょ
う
が
い
児
教
育
に
身
を
捧

げ
た
筆
子
。
当
時
の
し
ょ
う
が
い
児
を

取
り
巻
く
環
境
は
今
と
は
比
べ
も
の
に

な
り
ま
せ
ん
。
日
本
が
戦
争
へ
の
道
を

歩
む
時
代
に
、
し
ょ
う
が
い
児
の
福
祉

事
業
を
続
け
る
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で

す
。
筆
子
は
豊
富
な
海
外
経
験
や
鹿
鳴

館
時
代
の
華
や
か
さ
を
捨
て
て
ま
で
し

て
、
し
ょ
う
が
い
児
教
育
に
注
力
し
ま

し
た
。
前
半
生
の
女
子
教
育
の
活
動
を

続
け
て
い
た
ら
、
津
田
梅
子
と
並
ん
で

歴
史
の
教
科
書
に
載
っ
て
い
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
弱
い
立
場
の
人
た
ち
の
た

め
に
同
じ
よ
う
に
力
を
尽
く
し
た
の
に
、

そ
の
対
象
が
女
性
か
し
ょ
う
が
い
児
か

で
歴
史
の
扱
い
は
大
き
く
違
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
彼
女
に
と
っ
て
は
華
や
か
さ

や
世
間
の
目
は
関
係
な
か
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
施
設
で
に
ぎ
や
か
な
子
ど

も
た
ち
に
囲
ま
れ
、
愛
す
る
人
と
同
じ

凛
と
し
た
美
し
さ
か
ら
「
鹿
鳴
館
の

華
」
と
呼
ば
れ
、
海
外
留
学
経
験
も
あ

り
、
英
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
オ
ラ
ン
ダ

語
に
堪
能
。
ス
タ
イ
ル
も
抜
群
で
着
物

を
洋
服
に
リ
メ
イ
ク
す
る
お
し
ゃ
れ
の

セ
ン
ス
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
子
育
て
を

し
な
が
ら
女
性
の
人
権
問
題
に
奮
闘
し

た
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
が
石
井
筆
子
で

す
。
さ
ら
に
筆
子
は
後
半
生
で
は
し
ょ

う
が
い
児
教
育
に
尽
力
し
ま
し
た
。
筆

子
が
生
き
た
の
は
明
治
か
ら
昭
和
に
か

け
て
の
時
代
で
す
。
現
代
で
も
こ
れ
だ

け
の
こ
と
が
で
き
る
女
性
は
な
か
な
か

い
ま
せ
ん
。
五
月
の
「
図
書
室
の
つ
ど

園
児
の
火
遊
び
が
出
火
原
因
だ
と
聞
き
、

滝
乃
川
学
園
の
自
由
で
の
び
の
び
と
し

た
環
境
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。
あ
れ

も
だ
め
、
こ
れ
も
だ
め
と
禁
止
ば
か
り

し
な
い
で
、
子
ど
も
た
ち
の
や
り
た
い

こ
と
や
興
味
を
大
事
に
し
て
あ
げ
て
い

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、
園

は
多
く
の
人
の
支
え
を
得
て
再
建
さ
れ

ま
す
。

女
性
の
地
位
が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
か

っ
た
時
代
に
、
筆
子
は
自
分
の
力
で
道

を
切
り
開
き
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
自

分
ら
し
い
生
き
方
を
貫
き
ま
し
た
。
ま

さ
に
時
代
の
最
先
端
を
歩
ん
だ
ワ
ー
キ

ン
グ
マ
ザ
ー
で
す
。
筆
子
の
姿
勢
は
現

代
を
生
き
る
我
々
の
共
感
を
呼
び
、
自

分
ら
し
い
生
き
方
を
模
索
す
る
人
た
ち

を
勇
気
づ
け
て
く
れ
ま
す
。

・
大
変
楽
し
み
に
し
て
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
近
く
に
あ
り
な
が

ら
滝
乃
川
学
園
に
つ
い
て
何
も
深
く

知
る
機
会
も
な
く
、
石
井
夫
妻
の
足

跡
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
井
出
さ

ん
の
著
書
を
こ
の
機
会
に
読
ん
で
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

・
初
め
て
石
井
筆
子
の
こ
と
を
聞
い
た
。

豊
富
な
資
料
を
集
め
、
よ
く
読
み
込

ん
で
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
た
。

戦
前
の
き
び
し
い
環
境
下
に
知
的
し

ょ
う
が
い
者
に
向
き
合
い
、
助
け
た

筆
子
の
す
ご
さ
を
改
め
て
感
じ
た
。

強
い
人
だ
っ
た
と
思
う
。

・
井
出
孫
六
さ
ん
の
作
家
と
し
て
の
目

を
通
し
て
筆
子
像
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。小お

鹿が

島し
ま

果は
た
す

、内
村
鑑

三
へ
の
興
味
、
し
ょ
う
が
い
児
へ
の

愛
情
、
女
性
の
権
利
へ
の
関
心
な
ど
、

井
出
孫
六
さ
ん
の
情
熱
を
感
じ
つ
つ

お
話
が
聞
け
て
よ
か
っ
た
で
す
。

・
少
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
関
わ
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
石
井
筆
子
さ
ん

の
様
な
方
の
働
き
に
と
て
も
関
心
が

あ
り
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
お
話
が
聞

け
て
有
意
義
で
し
た
。
滝
乃
川
学
園

は
比
較
的
我
が
家
の
近
く
で
す
の
で
、

石
井
筆
子
さ
ん
の
本
も
読
ん
で
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

あらゆる教育の手だてを得る権利であり、個人的・集団的力量を発達させる権利である。

自
分
ら
し
い
生
き
方
を
貫
く

�

ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
の
先
輩
・
石
井
筆
子

川
久
保
　
祐
子
（
中
）

石井亮一と筆子

「図書室のつどい」講師の井出孫六さん

天使のピアノを囲んで

見
学
会
の
案
内
は
石
井
亮
一
・
筆
子

�

記
念
館
の
中
村
さ
ん

「
図
書
室
の
つ
ど
い
」

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り（
一
部
）
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学習権とは想像し、創造する権利であり、自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

対　談 
國分　功一郎　　／　　木村　草太　 

　（高崎経済大学・哲学）　（首都大学東京・憲法学）

先日、憲法をめぐる新しい解釈が閣議決定されたことに
ついて、さまざまな反応が広がっています。いま、あらた
めて憲法の根本理念に立ち返り、さまざまな立場を超えて
市民レベルでこの問題について学び、考えていくことが求
められています。
そこで今回は、新しい世代を代表する哲学者・憲法学者
として活躍されているお二人に、民主主義と立憲主義を論
理的・技術的にひも解いていただき、これからの憲法や政
治、社会のあり方について考えたいと思います。

〈國分さんのプロフィール〉１９７４年生まれ。専攻は哲学。
著書：『暇と退屈の倫理学』（朝日出版社）、『ドゥルーズの
哲学原理』（岩波書店）、『来るべき民主主義』（幻冬舎）ほ
か多数。
〈木村さんのプロフィール〉１９８０年生まれ。専攻は憲法学。
著書：『憲法の創造力』（NHK出版社）、『テレビが伝えない
憲法の話』（PHP新書）、『未完の憲法』（潮出版社）ほか多数。

と　き　８月３１日（日）昼２時～５時
ところ　公民館　地下ホール　定員　８５名
＊ご自由においでください。ただし、定員を超えた場合は
入場を制限させていただきます。

監督　橘祐典　　原作　高木敏子　　主題歌　海援隊
出演　長門裕之、長山藍子、蝦名由紀子、大和田獏、
　　　ハナ肇、南田洋子、前田武彦、三崎千恵子ほか

作家・高木敏子が自らの戦争体験を綴り、５０万部のベス
トセラーとなった戦争児童文学の名作『ガラスのうさぎ』
を、１９７９年の国際児童年記念企画として映画化。１９４４年３
月１０日の東京大空襲で母と妹を亡くし、父も機銃掃射で失
った１２歳の少女が、悲しみを乗り越えて、ひとりけなげに
生き抜いていく姿が、見る者の心を打つ。戦争の記憶が風
化していく現在にこそ語り継いでいきたい秀作。

と　き　８月２４日（日）昼２時～
ところ　公民館　地下ホール　定員　８５名（当日先着順）
＊ご自由においでください。ただし、定員を超えた場合は
入場を制限させていただきます。

桐朋中学・高等
学校のプラネタリ
ウムを使って、四
季折々の星座や惑
星のお話をしてい
ただきます。天気
が良ければ天体望
遠鏡なども見学し、太陽の黒点を見る予定です。

お　話　上原　隼
はやと

（桐朋中学・高等学校教諭）�
　　　　桐朋中学・高等学校地学部

と　き　８月２３日（土）朝１０時半～１１時半ごろ
ところ　桐朋中学・高等学校　教科教室棟（４階）
　　　　＊入口は北門（桐朋学園通り）です。
用　意　上履き、靴袋をお持ちください。（土足厳禁です）
対　象　子どもと保護者
定　員　６５名（申込先着順）
申込先　８月８日（金）朝９時～
　　　　公民館☎（５７２）５１４１

◎合同いけ花展のお誘い
１１月８日（土）、９日（日）に「合同いけ花展」を開催

します。個人・グループを問いません。参加を希望される
方は、事前打合せ会にご参加ください。
お待ちしています。

＜事前打合せ会＞
と　き　８月２９日（金）朝１０時～１２時
ところ　公民館　３階講座室
連絡先　吉田☎０８０（１２４０）７０９３

◎総合美術展にご出品ください！
グループ・サークルに関係なく、市内在住、在勤、在学

（高校生以上）の方なら、どなたでも出品できます。
出品申込　１０月２５日（土）～２６日（日）
受付場所　公民館　３階小集会室
受付時間　朝１０時～夕５時

◆総合美術展開催期間
１１月２５日（火）～１１月３０日（日）

◆会場…公民館　１階市民交流ロビー（写真）、
　　　　　　　地下ホール（絵画）、
　　　　　　　３階講座室・集会室（工芸・書・拓本）

＊詳しくは公民館等で配布のチラシをご覧ください。
事務局　公民館☎（５７２）５１４１

〈Ｃ
シ ネ ボ ッ ク ス

ＩＮＥＶＯＸ　公民館映画会〉

カラー１０５分
１９79年　大映映像、共同映画全国系列会議
『東京大空襲　ガラスのうさぎ』

〈親子で遊ぼう・考えよう〉

プラネタリウムで
星を見よう！

哲学と憲法学で読み解く
民主主義と立憲主義

〈図書室のつどい〉～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～

 
第５９回くにたち市民文化祭
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http://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kominkan/

秋
季
軟
式
野
球
大
会

と　

き　

９
月
７
日
㈰
～
１０
月
１２
日
㈰

の
日
曜
日
（
雨
天
順
延
）

と
こ
ろ　

多
摩
川
河
川
敷
公
園
野
球
場

資　

格　

市
内
在
住
・
在
勤
者
で
編
成

さ
れ
た
チ
ー
ム

今
大
会
の
参
加
申
し
込
み
に
限
り
、

体
育
館
改
修
工
事
の
関
係
で
７
月
に
終

了
し
ま
し
た
。
な
お
、
新
規
加
入
チ
ー

ム
の
申
し
込
み
は
常
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
左
記
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先　

天あ
ま
田だ

（
５７７
）
６
２
０
３

少
年
野
球
大
会

と　

き　

９
月
７
日
㈰
～
１１
月
３０
日
㈰

の
日
曜
日
・
祝
日

と
こ
ろ　

処
理
場
上
部
グ
ラ
ン
ド

一
部
（
小
学
５
、
６
年
生
）

二
部
（
小
学
４
年
生
以
下
）

申
込
先　

稲
葉
０９０
（
２９０７
）
８
１
３
７

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

と　

き　

中
学
男
女

９
月
７
日
㈰
朝
９
時
～

予
備
日
９
月
１４
日
㈰

一
般
及
び
シ
ニ
ア
男
女

１０
月
１９
日
㈰
朝
９
時
～

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

と　

き　

一
般
男
子
の
部　

８
月
３１
日

㈰
～
１０
月
１９
日
㈰
の
日
曜
日

小
学
生
の
部　

９
月
１４
日
㈰

同
予
備
日　

９
月
２１
日
㈰

と
こ
ろ　

谷
保
第
三
公
園
、

多
摩
川
河
川
敷
球
場
、

処
理
場
上
部
公
園

代
表
者
会
議　

８
月
９
日
㈯

小
学
生
の
部　

夜
６
時
～

一
般
男
子
の
部　

夜
７
時
～

福
祉
会
館
中
会
議
室

連
絡
先　

森
本
（
５７３
）
０
７
０
１

国
立
市
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

と　

き　

９
月
４
日
㈭

と
こ
ろ　

霞
が
関
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
コ
ー
ス

参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
者
・
ゴ

ル
フ
協
会
役
員
が
認
め
た
方

競
技
方
法　

１８
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ

レ
ー
（
新
ペ
リ
ア
方
式
）

登
録
費　

２
千
５００
円
、
商
品
代
通
信
費

他

プ
レ
ー
費　

２
万
３
千
４６０
円　

特
別
価

格
キ
ャ
デ
ィ
ー
税
込

募
集
人
員　

１２０
名
（
先
着
順
）

問
合
先　

時
田
（
５７５
）
１
１
８
８

予
備
日
１０
月
２６
日
㈰

と
こ
ろ　

広
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

試　

合　

ダ
ブ
ル
ス
個
人
戦

資　

格　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・

連
盟
会
員

参
加
費　

１
人
５００
円
（
中
学
生
無
料
、

高
校
生
２００
円
）

受　

付　

中
学
男
女
８
月
２３
日
㈯
締
切
、

一
般
及
び
シ
ニ
ア
１０
月
４
日

㈯
締
切

申
込
先　

国
立
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

連
絡
先　

加
藤
（
５７２
）
４
７
２
８

硬
式
テ
ニ
ス
大
会

と
き　

男
複
Ｂ　

９
月
１５
日
㈷
、
混
合

複
Ｂ　

９
月
２１
日
㈰
、
女
複
Ｂ　

９
月

２７
日
㈯
、
男
複
Ａ　

９
月
２８
日
㈰
、

女
複
Ａ　

１０
月
４
日
㈯
、
男
単
Ｂ　

１０

月
５
日
㈰
、
男
単
Ａ　

１０
月
１２
日
㈰
、

混
合
複
Ａ　

１０
月
１８
日
㈯
、
男
壮
年
単

・
女
単　

１０
月
２５
日
㈯
、
ジ
ュ
ニ
ア
単

１１
月
２
日
㈰
、
９
日
㈰

各
種
目
共
通
予
備
日

１１
月
８
日
㈯
・
１６
日
㈰
・
２３
日
㈰

・
２４
日
㈷

と
こ
ろ　

広
場
コ
ー
ト

資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・
連

盟
加
入
者
。
複
は
二
人
共
右
記
の

い
ず
れ
か
に
該
当
。
壮
年
は
当
年

で
５０
歳
以
上
。

参
加
費　

一
般　

千
５００
円
、
連
盟
加
入

者・学
生　

千
円
、〈
ジ
ュ
ニ
ア
〉

在
住
・
在
学
・
在
テ
ニ
ス
ス
ク

ー
ル
の
小
・
中
学
生　

５００
円
、

上
記
以
外
の
小
中
学
生　

千

円
。

締　

切　

８
月
１９
日
㈫
（
ジ
ュ
ニ
ア
は

１０
月
１０
日
㈮
）

申
込
先　

各
ク
ラ
ブ
理
事
、
サ
ン
ラ
イ

ズ
テ
ニ
ス
（
５８０
）
２
４
４
１

連
絡
先　

平
田
（
５７４
）
０
５
３
４

詳
細
は
国
立
市
テ
ニ
ス
連
盟
Ｈ
Ｐ
参
照

秋
季
タ
ー
ゲ
ッ
ト

�

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会

と　

き　

９
月
１８
日
㈭
昼
１２
時
～
１５
時

と
こ
ろ　

谷
保
第
三
公
園

資　

格　

国
立
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ

ル
フ
協
会
員
、
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者

参
加
費　

１
人
５００
円

申
込
方
法　

左
記
に
電
話

申
込
締
切　

８
月
３１
日
㈰

連
絡
先　

朝
比
奈
（
５７３
）
６
３
６
５

杖
道
演
武
大
会

と　

き　

１１
月
３０
日
㈰
昼
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

第
八
小
学
校　

体
育
館

演　

武　

制
定
型
、
神
道
夢
想
流
杖
術

参
加
資
格　

国
立
杖
術
連
盟
会
員

申
込
先　

江
角
（
５７５
）
８
５
７
４

第５３回　国立市民体育祭
主催　国立市体育協会加盟団体

後援　国立市教育委員会　くにたち文化・スポーツ振興財団
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と　き　９月２５日（木）※雨天中止
集　合　国立駅北口　朝９時
実施方面　練馬区　武蔵関公園から石神井公園　方面
対　象　市内在住、在勤者
申込み　日程やコース、申し込み方法等、チラシの内

容を確認のうえ、９月９日（火）から１７日
（水）までにお申し込みください。
※チラシは、市役所３階生涯学習課、公民
館、北・南市民プラザで９月１日（月）より
配布します。

申�込・問合先
教育委員会　生涯学習課
社会教育・体育担当
☎（５７６）２ １ ０ ７（直通）

公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。

民
館
研
究
大
会
が
東
京
で
開
か
れ
、
国

立
市
が
中
心
に
な
っ
て
運
営
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
つ
い
て
は
、
十
分
な
体

制
を
確
保
す
る
た
め
に
、
市
長
、
教
育

委
員
長
に
「
公
民
館
職
員
体
制
の
充
実

に
つ
い
て
の
要
望
書
」
を
出
し
て
は
ど

う
か
、
と
い
う
提
案
が
委
員
長
か
ら
出

さ
れ
た
。
次
回
に
検
討
す
る
。

報
告
事
項

○
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会

７
月
号
の
「
親
子
で
遊
ぼ
う
・
考
え

よ
う
」
の
記
事
が
よ
か
っ
た
、
な
ど
。

○
社
会
教
育
委
員
の
会

１８
日
に
「
芝
の
家
」
を
視
察
予
定
。

○
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会

委
員
部
会
の
研
修
会
を
１９
日
に
開
く
。

テ
ー
マ
は
「
公
民
館
の
活
性
化
」。

次
回
定
例
会
は
８
月
１２
日
（
火
）
午

後
７
時
１５
分
か
ら
。
傍
聴
歓
迎
。

�

（
山
家
）

７
月
８
日
（
火
）
第
２１
回
定
例
会
を

開
催
。
委
員
１３
名
、
館
長
、
職
員
２
名

が
出
席
。
傍
聴
２
名
。

前
回
の
議
事
録
確
認
。

議
題

○
諮
問
「
現
代
の
地
域
社
会
に
求
め
ら

れ
る
公
民
館
の
事
業
」
に
つ
い
て

前
回
の
定
例
会
で
の
議
論
を
も
と
に

修
正
し
た
「
答
申
（
案
）」
に
つ
き
議
論
。

①
文
章
、
言
葉
使
い
、
用
語
等
、
幾

つ
か
の
修
正
を
行
う
、
②
答
申
中
に
記

載
し
て
い
る
提
言
を
ま
と
め
「
付
録
」

と
し
て
添
付
す
る
、
な
ど
を
決
め
た
。

次
回
に
、
そ
の
作
業
を
施
し
た
「
答

申
案
」
を
検
討
、
異
論
が
な
け
れ
ば

「
答
申
」
と
し
て
館
長
に
提
出
す
る
。

○
「
要
望
書
」
の
提
出
に
つ
い
て

２
０
１
５
年
に
は
関
東
甲
信
越
静
公

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

と　

き　

１
月
２５
日
㈰
朝
９
時
～

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

資　

格　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

種　

目　

一
般
男
女
ダ
ブ
ル
ス

（
一
部
・
二
部
・
三
部
）

参
加
費　

１
ペ
ア　

２
千
円

申
込
受
付　

１
月
１０
日
㈯
夜
６
時
～
７

時総
合
体
育
館　

会
議
室

連
絡
先　

丹
野
（
５７６
）
８
８
５
２

明あ
け

田た

（
５７５
）
２
３
７
２

サ
ッ
カ
ー
大
会

■
一
般
の
部

と　

き　

１０
月
～
１１
月
の
日
曜
日

と
こ
ろ　

河
川
敷
公
園
サ
ッ
カ
ー
場

資　

格　

①
１８
歳
以
上
の
在
住
・
在
勤

者
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
。

②
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
認
定
の

審
判
資
格
保
持
者
を
３
名
以

上
登
録
で
き
る
こ
と
。

③
ス
ポ
ー
ツ
保
険
に
加
入
し
て

い
る
こ
と
。

④
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
正
副
２
式

所
有
の
こ
と
。

参
加
費　

１
チ
ー
ム
１
万
５
千
円

申
込
方
法　

ハ
ガ
キ
に
チ
ー
ム
名
、
代

表
者
名
、
連
絡
先
を
明
記

し
て
左
記
住
所
へ
送
付

申
込
先　

〒
１８６
―
０００１　

国
立
市
北
１
―

１
―
７
内
堀
一
博　

宛

締　

切　

８
月
２４
日
㈰
着
ま
で

問
合
先　

内
堀
（
５７７
）
３
２
４
８

■
少
年
の
部

と　

き　

９
月
～
１１
月
の
土
曜
日

と
こ
ろ　

河
川
敷
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
及

び
市
内
小
中
学
校
校
庭

資　

格　

①
国
立
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
少

年
部
登
録
チ
ー
ム
及
び
市
内
小
中

学
校
チ
ー
ム
、
②
選
手
を
１１
名
以

上
登
録
で
き
る
こ
と
、
③
大
人
の

責
任
者
が
引
率
で
き
る
こ
と
。
引

率
は
学
生
不
可
。

参
加
費　

１
チ
ー
ム
５００
円

申
込
方
法　

左
記
に
電
話
に
て

申
込
先　

内
堀
（
５７７
）
３
２
４
８

締　

切　

８
月
２４
日
㈰

陸
上
競
技
選
手
権
大
会

と　

き　

１０
月
１９
日
㈰
朝
９
時
～

（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ　

一
橋
大
学
陸
上
競
技
場

種　

目
一
般
男
子
（
１３
種
目
）
１００
・
２００
・
４００

・
８００
・
千
５００
・
５
千
ｍ
・
１００
ｍ

（
３５・４０
歳
以
上
）、
４００
ｍ
リ
レ
ー
、

走
幅
跳
、
走
高
飛
、
砲
丸
投
、
円

盤
投

一
般
女
子
（
８
種
目
）
１００
・
２００
・
４００

・
８００
ｍ
、
５
千
ｍ
（
４０
歳
以
上
）、

４００
ｍ
リ
レ
ー
、
走
幅
跳
、
走
高
飛

高
校
男
子
（
９
種
目
）
１００
・
２００
・
４００

・
８００
・
千
５００
・
５
千
ｍ
、
４００
ｍ
リ

レ
ー
、
走
幅
跳
、
走
高
飛

中
学
男
子
（
１０
種
目
）
１００・２００
ｍ
（
学

年
別
）、
２
千
ｍ
、
４００
ｍ
リ
レ
ー
、

走
幅
跳
、
走
高
飛

中
学
女
子
（
１０
種
目
）
１００・２００
ｍ
（
学

年
別
）、
８００
ｍ
、
４００
ｍ
リ
レ
ー
、

走
幅
跳
、
走
高
飛

小
学
生　

１００
ｍ
、
４００
ｍ
リ
レ
ー

参
加
制
限　

リ
レ
ー
を
除
き
１
人
３
種

目
、
女
子
は
一
般
、
高
校

の
区
別
な
し

資　

格　

市
内
在
住
、
在
勤
者

参
加
費　

一
般
５００
円
、
高
校
生
３００
円
、

中
学
生
２００
円
、
リ
レ
ー
の
み
５００
円
、

小
学
生
２００
円

受　

付　

郵
送
の
み　

９
月
６
日
締
切

連
絡
先　

〒
１８６
―
０
０
０
１

�

国
立
市
北
２
―
１０
―
６

関
口
巳
之
吉
（
５７２
）
７
４
５
４

「街を・山を歩く」第２回
〈社会体育事業〉
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―この「公民館だより」は再生紙を使用しています―

＊印は参加自由、他は事前申込みが必要です。

今月の公民館（８月）

掲載写真募集中

憲
法
と
わ
た
し
た
ち
連
続
講
座
№
４３

集
団
的
自
衛
権
が
７
月
１
日
閣
議
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
改
め
て
日
本
国
憲
法

の
徹
底
学
習
を
呼
び
か
け
ま
す
。
講
師

は
西
川
重
則
さ
ん（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

資
料
代
５００
円
。

日
時　

８
月
２３
日
㈯
１
時
半
～
４
時

場
所　

公
民
館　

講
座
室

連
絡
先　

同
実
行
委
（
５７４
）
９
２
１
０

気
功
・
太
極
拳
「
宙そ
ら

の
卵
」
募
集

心
と
呼
吸
と
体
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
動

か
し
ま
し
ょ
う
。
気
血
の
流
れ
が
良
く

な
れ
ば
、
大
自
然
と
つ
な
が
る
感
覚
が

生
ま
れ
ま
す
。
健
康
・
美
・
強
さ
の
元

は
そ
こ
か
ら
で
す
。
見
学
自
由
で
す
。

日
時　

火
・
土
曜　

朝
１０
時
～
１１
時
半

場
所　

東
福
祉
館　

集
会
室
か
大
広
間

連
絡
先　

齋
田
（
５７６
）
０
３
１
６

囲
碁
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

碁
楽
会
は
初
級
者
か
ら
中
級
者
が
中

心
の
ク
ラ
ブ
で
す
。
囲
碁
を
楽
し
み
た

い
が
ク
ラ
ブ
の
敷
居
が
高
い
と
お
考
え

の
方
、
歓
迎
し
ま
す
。
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
日
曜
日　

昼
１
時
～

場
所　

北
福
祉
会
館

連
絡
先　

大
石
（
５７３
）
０
６
４
１

「
く
に
た
ち
公
民
館
だ
よ
り
」 

　
　
　
　
タ
イ
ト
ル
デ
ザ
イ
ン
募
集 

　
　
　
締
め
切
り
は
８
月
末
で
す
‼

詳
細
に
つ
い
て
は
、
６
月
号
の
公
民

館
だ
よ
り
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
公
民

館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
、
お
持
ち
し
て

い
ま
す
。

〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
２
７
５
〉�

く
に
た
ち
絵
画
グ
ル
ー
プ

徳
永
さ
ん
は
こ
う
言
わ
れ
る
。「
先

ず
構
図
を
見
ま
す
。
描
き
方
は
自
由
で

良
い
の
で
す
が
、
ね
ら
い
が
ど
う
表
現

さ
れ
て
い
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
ね
」

そ
し
て
「
皆
さ
ん
は
素
人
で
す
が
、
プ

ロ
に
は
な
い
見
方
や
表
現
が
あ
っ
て
私

も
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
」。

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
一
九
七
〇
年
代
、

女
性
の
た
め
の
公
民
館
講
座
『
ミ
セ
ス

の
会
』
を
元
に
発
足
し
た
と
言
う
。
当

初
は
女
性
だ
け
だ
っ
た
が
、
今
は
浜
田

勝
久
会
長
を
は
じ
め
、
半
数
近
く
が
男

性
会
員
の
由
。
ほ
ぼ
毎
週
木
曜
に
集
り
、

室
内
の
ほ
か
野
外
で
の
写
生
も
試
み
、

制
作
に
励
ん
で
い
る
そ
う
で
あ
る
。

年
齢
や
経
験
、
技
量
も
様
々
で
あ
る

が
、
絵
が
好
き
で
更
に
向
上
を
目
指
し

て
い
る
と
い
う
点
は
共
通
で
あ
る
よ
う

だ
。
誰
も
が
伸
び
伸
び
と
創
作
し
て
い

る
姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

連
絡
先　

浜
田
（
５７６
）
２
３
７
７

�

〈
文
・
写
真
　
武
内
法
行
〉

花
、
風
景
、
裸
婦
、
静
物
、
そ
し
て

一
見
捉
え
難
い
形
と
色
彩
の
絵
も
並
ぶ

―
―
公
民
館
ロ
ビ
ー
で
の
「
春
の
作
品

展
」
で
あ
る
。
好
き
な
画
題
を
自
分
の

ス
タ
イ
ル
で
描
き
た
い
、
と
い
う
出
展

者
の
思
い
が
率
直
に
表
わ
れ
た
作
品
が

多
い
と
感
じ
た
。

会
場
で
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
小
崎
茂
さ

ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。
東
京
藝
大
出
身

の
先
生
に
指
導
を
受
け
、
毎
年
春
と
秋
、

こ
う
し
た
絵
画
展
を
開
催
し
て
い
る
そ

う
で
あ
る
。

後
日
、
公
民
館
地
下
ホ
ー
ル
に
２０
人

ほ
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
集
り
２
グ
ル
ー
プ

に
分
れ
て
、
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
ら
れ
た

花
や
果
物
、
籠
な
ど
の
絵
を
描
き
始
め

た
。
ま
ず
下
書
き
を
行
う
人
、
直
接
キ

ャ
ン
バ
ス
に
絵
具
を
塗
る
人
、
パ
ス
テ

ル
を
紙
の
上
に
指
で
伸
ば
し
て
形
を
整

え
て
行
く
人
な
ど
、
描
き
方
は
様
々
で

あ
る
。
一
時
間
も
す
る
と
、
何
も
な
か

っ
た
白
い
画
面
上
に
具
体
的
な
形
が
現

わ
れ
て
く
る
。

講
師
の
徳
永
雅
之
さ
ん
が
、
そ
の
ひ

と
つ
ひ
と
つ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
助
言
を
与

え
る
。
と
き
に
は
講
師
自
ら
筆
を
取
り
、

修
正
を
加
え
た
り
す
る
。
こ
う
し
て
作

品
が
生
ま
れ
て
く
る
の
か
、
と
そ
の
過

程
が
興
味
深
く
思
え
た
。

広い空
撮影　金井兼一さん（谷保）

２３日（土）朝
　　　「プラネタリウムで星を見よう！」
２４日（日）昼＊　Ｃ

シ ネ ボ ッ ク ス

ＩＮＥＶＯＸ
　　　　　公民館映画会
　　　　『東京大空襲　ガラスのうさぎ』
３１日（日）昼＊　図書室のつどい
　　　　「哲学と憲法学で読み解く
� 民主主義と立憲主義」

「ひろば」に掲載する、国立のまちの風景や行事、自
然などの写真を募集しています。毎月１、２枚掲載予定
です。恐縮ですがお礼はでません。
ご協力いただける方は、公民館までご連絡ください。

先生、ここはどうしたら良いですか。


